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	応用
	抗原情報
	背景
	大脳皮質における複数のニューロン型の層状構造は、正常な認知機能に必須である。マウスにおいて、disabled-1遺伝子は脳の発達において中心的な役割を果たし、皮質ニューロンが既に形成されたニューロンを通り過ぎて適切な層に到達するよう誘導する。この遺伝子はdisabled-1遺伝子と類似しており、この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質キナーゼ経路と相互作用して発達中の脳におけるニューロンの配置を制御するシグナル伝達因子であると考えられている。この遺伝子の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されているが、その全長は明らかにされていない。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：PIDドメインは、多くのチロシンリン酸化タンパク質に見られるAsn-Pro-Xaa-Tyr(P)モチーフに特異的に結合する。,機能：神経発達において機能するアダプター分子。 SIAH1の活性を制御する可能性がある。,PTM：胎児ニューロンにおけるリーリン誘導時にTyr-198およびTyr-220がリン酸化される（類似性による）。また、リーリンシグナル伝達とは独立してSer-524がリン酸化される。,類似性：1つのPIDドメインを含む。,サブユニット：SRC、FYN、ABLのSH2ドメインと結合する。DAB2IPおよびSIAH1と相互作用する（類似性による）。LRP1と相互作用する。,
	研究分野
	-
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	Dab1抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Dab1抗体を用いたHepG2細胞および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Dab1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	Dab1ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

